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つて 3 ～ 4 回訪問したことがあるが、現在は過去の繁栄の遺産として世界でも有数の観光地になっているがそれら

































































































　紀元前 500 ～ 400 年前には、アナトリア地方にヒッタイト文明が栄え、国力の源となったのは鉄器であり、そ
の製鉄技術は国外不出とされていた。当時エジプトと戦うほどの強国であったが、外部からの侵入により小国に分


















　その後ローマ帝国はいわゆる軍人皇帝時代の混乱期に入った。彼らの皇帝としての平均寿命は 2 年 6 カ月で内乱
状態が AC300 年まで続いた。



















































































①  BC500 年　イタリア半島からしシクリ人が移住し原住民を追い払い、西部から南部に進出

















































⑥ノルマン人によるノルマンシチリア王国（AC １１00~AC ４00 年の支配）

























現在の主な文化遺産は BC ５世紀ごろから AC6 世紀ごろまでの間にシチリアにて支配者になった外部侵略国が残
していった遺産といえる。
⑧イタリア統一によりイタリア国シチリア州へ AC800~ 現在
　その後 9 世紀にシチリアはイタリア統一のもとにシチリア州としてイタリアにある 20 の州のひとつである。人













が BC ６~7 世紀から約 2000 年以上にわたる状況である。
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第 6 節　まとめ
①世界歴史遺産の旅と情報の十字路の関連図
　今回は約３週間「世界歴史遺産の旅」をテーマにして見聞を広めてきた。その結果を何らかの形で印象記として
まとめる機会を得たので、過去を振り返り、未来に対する一つの展望を考察した。
　もともと本学情報学部では文理融合の理念が発足の原点でもあり、情報社会にあって人々が豊かで繁栄できる基
盤作りに少しでも貢献できる役割が私の原点にあった。
　今回の旅を通じて、訪問先の歴史的背景の一端を肌で感じながら、当時の人々の栄枯盛衰の底流に流れているキ
ーワードを「情報の十字路」としてまとめた。
「情報の十字路」の全体図を上図に示す。
イスタンブール、シチリア、プロヴァンの位置付けを示した。また日本と英国は参考までに相対的な位置付けを示
した。日本がａからｂへ移行したのは鎖国時代による情報の断絶から明治時代の開国を意味する。その後 D, Ａゾ
ーンへ移行。
① 情報の十字路で右上（Ａ）に行くほど人間同士の交流による地域の繁栄と成長が実現する。（イスタンブールの
5 世紀までの例）
②右中（Ｂ）は地理上の十字路度は高いが歴史上の十字路は戦争・破壊等で繁栄や安定の期間が極めて少ない
③ 右下（Ｃ）は過去に歴史的十字路の高い役割で繁栄をしたが、外的要因により通商・交易の重要地点から離れて
行った。
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②インターネット時代の情報の十字路について
　インターネット時代には時間・空間の差別がなくなり、グローバルで 24 時間同時進行の時代となる。その結果、
従来は横軸の地理的空間軸と縦軸の歴史的時間軸の相対的位置関係によって、その地域の栄枯盛衰が決定付けられ
てきたのに対し、インターネット時代には「情報の十字路」の影響はどのように変化するのであろうか？
　第 6 節⑥で見てきたようにＡ，Ｂ，C，Ｄゾーンによって一義的に繁栄と成長が決められてきたのに対し、イン
ターネット時代にはあらゆる国・地域がＡゾーンの繁栄と成長のゾーンに参入できるチャンスがある。
　一方これまではＡゾーンに属していたと思われる国や地域がＤゾーンに停滞を余儀なくされる可能性もある。そ
のようなドラスチックな変化を起こす誘因は何であろうか？
　ベルリンの壁の崩壊の要因は衛星放送による情報提供といわれている。北アフリカを中心とした地殻変動は携帯
電話の普及と言われている。そのうちに、先進国・新興国・発展途上国などの区別も境界線が不透明になる可能性
もある。
　さらに言えば、個人レベルでもＡゾーンからＤゾーンまでのなかでどのようなアイデンティティーを果たしてい
くのか等考えさせられる次第である。
　最後になりましたが、このような機会をいただき深く感謝申し上げます。
